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〈ニの映画に主演するスターたち〉

9600<I0テンダー〉
1913年生まれ。大正時代におけ

る貨物用機関車として量産され、

蒸機国産化を確立した名機関卓。

〈キューロク〉の愛称でファン

に親しまれ活躍。動輪直径1250

051<I0 I テンダー〉

1936年生まれ。〈デコイチ〉の愛

称で!よくファンに親しまれた機

関車。 36年から 45年までに 1100

制も作られた量産車で、戦時下

の日本の貨物輸送に貢献した。

動輪直径 1400 ミリ。

050<I0 I テンダー〉

1923年生まれ。 23年から 9 年間

にわたり 380 州も製造された催

秀貨物用機関車。 D51の出現後

は第一線から述ざかり、 51年に

は 1 部が D60に改造された。動

輪直径1400 ミリ。

県明~
?ftZJ ， JWWNF 刊訂砂子用号、年宇野潤
凶・ 4 ・ eアで ., .・ ., 'J<'ぷ1

CI2<IC I タンク> C56 く ICテンダー〉

1932年'主まれ。昭和初期!の不況 1935年生まれ。 C12をテンダ一

時代、線路条件の悪い線に使用 化した設計の小 J~I~機関車。炭水

る目的で作られた簡易総用タ 車はノ〈ック逆転の時、見とおし

ンク機関 llI o 動輪直径1400 ミリ。 をよくするため 1"1 Jt'lに泣ってあ

るのが特長。動輪直径1400 ミリ。

句、 ふ\ j~ 附ぷ
C58<IC I テンター> B20<タンク〉
1938 年生まれ。 8620 と C57 の中 1945 年生まれ。重忌 20.3 トンと

間的性能に設計された中町!万能 いう国鉄最小の蒸気機関卓。太

機で国鉄ぷ気機関車の標準模範 平洋戦争中に 15 輔が製造された

咋!ともいえる機関卓。動輪直径 だけで次々と廃卓。動輪直径 860

1520 ミリ。

C61 く 2C2 テンダー〉

1947 年生まれ。 C62 と Iii] じよう

に D51 のボイラーを改造転用し

た旅作用機関車。内動給炭装置

など新しい試みをくわえた戦後

派ぷ気機関車。動輪 l(玉径 1750 ミ

迄話み晶岬炉開".，........-'..，."...~. 合

C62<2C2 テンダー〉
1948年生まれ。第一二次大戦中に

量産された貨物用 D52のボイラ

ーを利用した大引旅存用ぷ機、

旅客用機関卓中最大・最強力と

して人気のあるグラマー。動輪

直径1750 ミリ。

C59<2C I テンダー〉

1941年生まれ。東海道・山陽線

急行旅存用ぷ機としてつくられ

た近代設計の大明機関卓。第-­

線機として長〈王胞の位置にあ

ったが、福化の波でC60に改j立。

動輪直径1750 ミリ。

演出・脚本・撮影・・・・・・・・・・・・・・・・一高林陽

制 作・……………・…・・・…………高林三郎

音 楽・・・…・…・…………・一..…・…大林宣彦

音響……………………………倉嶋暢

ナレーター・・・・・・・・・・・・…・・・…・・・・一見上良也

たかばやしよういちプロダクション

主催すばらしい蒸気機関車を上映する会

同時上映

く機関車D51)

蒸
気
機
関
車
を
愛
す
る
人
達
の
讃
辞

僕
は
何
が
な
ん
で
も
蒸
気
機
関
車
。
北
海
道
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
は
、

カ
メ
ラ
を
買
っ
た
の
も
、
旅
行
を
す
蒸
気
機
関
車
は
生
活
の
一
部
で
し
た
。

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
蒸
気
機
関
車
妹
と

2
人
で
よ
く
線
路
わ
き
で
手
を

が
好
き
だ
か
ら
。
も
う
映
画
で
し
か
振
っ
た
の
は
、
蒸
気
機
関
車
の
沈
黙

見
ら
れ
な
い
、
君
に
会
い
た
い
。
の
責
任
感
に
感
謝
の
気
持
か
ら
だ
っ

予
備
校
生
山
本
洋
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

美
し
い
日
本
の
四
季
を
バ
ッ
ク
に
流
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
竹
谷
英
子

れ
る
蒸
気
機
関
車
、
ま
た
見
れ
る
な
私
は
、
煙
を
出
し
、
蒸
気
を
は
い
て

ん
て
夢
の
よ
う
。
走
っ
て
い
る
蒸
気
機
関
車
を
見
た
事

日
本
大
学
芸
術
学
部
黒
瀬
由
比
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
度
映
画
で
見
ら

走
れ
蒸
気
機
関
車
。
火
の
つ
き
る
ま
れ
る
な
ん
て
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
、

で
・
:
。
匙
え
ろ
蒸
気
機
関
車
、
ド
キ
ド
キ
。

伐
を
乗
せ
て
:
:
:
。
ラ
ジ
オ
た
ん
ぱ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

一
中
学
校
圧
野
武
志
斉
藤
洋

解

説

一
…
気
機
関
車
|
|
今
や
日
本
の
鉄
道
か
ら
姿
を
消
し
た
、

あ
の
武
骨
な
機
関
車
。
こ
の
「
す
ば
ら
し
い
蒸
気
機
関
車
」

は
一
O
O
年
の
歴
史
を
も
っ
て
走
り
つ
づ
け
て
き
た
蒸
気

機
関
車
へ
の
か
ぎ
り
な
い
憧
れ
と
郷
愁
を
美
し
い
日
本
の

四
季
を
パ
ッ
ク
に
謡
い
上
げ
た
長
篇
で
あ
る
。

こ
の
映
画
が
初
め
て
公
開
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
代
目
年
刊

月
、
五
年
後
の
昭
和
印
年
に
は
全
国
に
細
々
と
走
っ
て
い

た
蒸
気
機
関
車
た
ち
も
、
北
海
道
を
最
後
に
、
完
全
に
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
映
画
は
当
時
現
存
し
て
い
た

蒸
気
機
関
車
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
フ
ィ
ル
ム
に
お
さ
め

た
鉄
道
フ
ァ
ン
待
望
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
蒸

気
機
関
車
た
ち
が
活
躍
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
の
ロ

ー
カ
ル
色
を
充
分
に
生
か
し
た
映
像
詩
で
あ
る
。
こ
の
映

画
を
通
し
て
、
日
本
人
の

H
心
の
ふ
る
さ
と

H
を
こ
の
す

ば
ら
し
い
蒸
気
機
関
車
た
ち
の
中
に
見
入
だ
す
の
は
単
に

S
L

フ
ァ
ン
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

蒸
気
機
関
車
へ
の
深
い
愛
情
を
持
っ
た
カ
メ
ラ
は
、
こ

の
機
関
車
だ
ち
を
日
本
の
四
季
の
移
り
か
わ
り
の
中
に
と

ら
え
る
。
美
し
い
風
景
を
パ
ッ
ク
に
懸
命
に
走
る
機
関
車

た
ち
、
そ
し
て
そ
の
機
関
車
へ
の
愛
情
を
語
り
か
け
る
若

い
娘
。
そ
の
思
慕
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
な
と
ら
、
ぇ
方
。
作

者
高
林
陽
一
の
確
か
な
目
と
、
真
に
映
画
と
機
関
車
を
愛

す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
単
に
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
人
間
く
き
い
。

む
し
ろ
、
蒸
気
機
関
車
た
ち
を
主
役
に
し
た
ド
ラ
マ
、
と

い
っ
た
方
が
適
切
だ
ろ
う
。

監
督
の
高
林
陽
一
は
、
「
金
閣
寺
」
「
本
陣
殺
人
事
件
」
「
ザ
・

ウ
ー
マ
ン
」
と
そ
の
確
か
な
映
像
美
で
一
作
ご
と
に
新
境

地
を
開
拓
し
て
い
る
新
進
作
家
。

音
楽
を
「
ハ
ウ
ス
」
の
監
督
で
高
林
監
督
の
友
人
で
も

あ
る
大
林
宣
彦
氏
が
担
当
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

《
高
林
陽
一
監
督
プ
ロ
フ
ィ
ル
》

1
9
3
1

年

4

月
鈎
目
、
京
都
市
生
ま
れ
。
大
の

機
関
車
マ
ニ
ア
で
あ
り
、
作
品
も
「
機
関
車
の
あ

る
風
景
」
を
始
め
と
し
て
、
独
特
の
ア
ン
グ
ル
で

の
機
関
車
撮
影
は
見
る
人
を
驚
嘆
さ
せ
る
。
内
年

制
作
の
「
ザ
・
ウ
ー
マ
ン
」
は
カ
ン
ヌ
映
画
祭
に

出
品
さ
れ
、
賞
讃
を
浴
び
た
。

現
在
「
ナ
オ
ミ
」
撮
影
中
。


